
1 

 

新・再生可能エネルギー発電（圧力の利用）への挑戦 

2025年03月20日 

  長年、新・再生可能エネルギー発電（圧力の利用）を研究。次項の１）弊社の研究テ

ーマ～ 「分散型水圧自家発電機」研究してきました。２０１８～２０２０年迄には特許

３件取得し一応の完成をしました（此処までを一次研究）。しかし、製造が難易なこと、

圧力漏れの可能性が想定され、断念にいたりました。 

 そのころ、３Dプリンターの技術進歩に気づきました。又、遠心力の活用の可能性に着

目しました。遠心力の活用は洗濯機の脱水槽・血液検査器・等と多々存在します。遠心力

（みかけの力）は回転速度を倍にすれば４倍、４倍にすれば１６倍になります。遠心分離

機では重力の何万倍に匹敵するものもあります。有効利用できれば、全く新しい自然エネ

ルギーと云えます。 

 ２０２３年頃から既存の一定量水を循環使用する「分散型水圧自家発電機」の二次研究

を始め、２０２４年に特許出願しました。３Ｄプリンターを活用しての製作。稼働元エネ

ルギーの自然エネルギー（太陽光、風力・・）と蓄電池の活用。そして新方式の略円錐管

路槽を含むスパイラルケーシングの増圧装置。これらにより、一次研究の「分散型水圧自

家発電機」の製造難易度の解消、圧力漏れ可能性の解消。さらなる遠心力の活用研究、装

置内の一定量水の研究を継続。 

 

二次研究の 一部の分散型水圧自家発電機の１形態  【特許出願中】 
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１） 弊社の研究テーマ    【一次研究】 （１９９８年～２０２3年） 

安定した自然エネルギー（圧力）と大気圧による一定量水の揚水循環で発電する 

「分散型水圧自家発電機」を完成させる。 

２） 研究開発内容の経緯 

  既存の再生可能エネルギー（太陽光、風力，地熱・・等）は、自然の営みであり、 

昼夜、天候、場所等の制約があり、第５次エネルギー計画で求められている主力電源化が

出来ないことは明白である。 

 

  弊社は、水圧ジャﾂキによる人工的圧力エネルギーに着目し、圧力は水を媒体として

必ず利用が可能だという信念の元、COP3京都会議（１９９７年）から２０年以上、独自

に新・再生可能エネルギー（圧力）の研究開発を推進してきました。目標として「分散型

水圧自家発電機」を掲げました。 

 

 １９９８年から１５年間は、ピストン形式の研究を進め、最終的に実証実験の結果、ピ

ストン形式では実用化の発電は不可能と判断し研究を断念しました。（図１） 

     （添付資料  会社の沿革・事業履歴 参照） 

２０１４年からはロータリー式ピストンに切り替え研究を続けてきました。当初、スパイ

ラルによる流体の移送と増圧、水圧ジャﾂキの組み合わせを研究し発電装置を全体で出願

しましたが、拒絶通知があり発電装置全体としての出願は困難と断念しました。（図２） 

 

そして、基本構成毎に３段階に分けて特許を固める方式に変更し研究を継続しました。 

➀：２０１６年には、円錐螺旋増圧機能の 特許第６１３０９６５号 特許登録（図３） 

 

②：２０１７年には、円錐螺旋増圧機能 ＋ ２軸回転ピストン（ロータ）の小水力発電

装置 特許第６２４９５４３号 特許登録 （図４） 

 

③：２０１８～２０２０年（令和２年） 

  一定量水を循環使用する液体揚水循環装置の特許登録  （図５） 

 特許第６６７１０６１号 を 令和２年３月５日に完了しました。 

成立した特許３件と既存技術である水圧ジャﾂキを組み合わせることにより、 

そして、「分散型水圧自家発電機」の理論、圧力エネルギーの電力化を完成することが

できました。 
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        （図１）                  （図２） 

 

 

 

       （図３）                   （図４） 
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３） 分散型水圧自家発電機の概要 

 この発電装置は、水を使って高さ分の水頭圧（位置エネルギー）を水圧ジャﾂキに 

より増圧し、高圧流体を２軸回転ローター（水車）に注入し、この水車を回転させ発電し

ます。排水は循環使用します。この発電装置内の一定量水を循環させ高圧流体の水車への

注入を維持し発電し規則正しく稼働させる技術が取得した３件の特許です。 

 

① 特許第６１３０９６５号 【流体機械、発電装置及び増圧装置】 

高圧エネルギーを安定させ逃がさない円錐螺旋増圧装置 

② 特許第６２４９５４３号 【流体機械】  ２軸回転ロータ 

高圧を遮断したり、接続したり、使用済み圧力流体を大気開放水槽へ無圧で戻す 

２軸回転ローターの装置 

③ 特許第６６７１０６１号 【液体揚水循環装置】 ◆PCT国際出願 

大気開放水槽へ戻った流体を再び働かせる為の揚水循環装置    （図５） 
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４） 分散型水圧自家発電機の理論（圧力エネルギーの電力化） 

重力は目に見えなく、体に感じない万有引力で、世界中のどこでも等しく存在し、 

人類は様々な恩恵を受けています。水が低い処に流れるのも、100 万トンのタンカーやコ 

ンテナ船が浮いて航海出来るのも、水道が勢いよく流れ出るのも恩恵ですが、重力だけ 

ではエネルギーにはなりません。水等の物質を介して、高所から落とした時、エネルギー

がその物質に働きます。例えば、スカイタワーの600ｍの高さに高圧配管（π１０）して

水を満杯に頂上まで注ぎ、地上で開閉コックを開くと水が秒速１０８ｍ/ 秒の勢いで噴き

出し、手の平は簡単に貫通し非常に強力な力を持ちます。この力が２軸回転ローター（特

許）を回転させ水力発電になります。 

従って高さの位置エネルギーを圧力エネルギーに変換、更に運動エネルギーを生む装置

（特許）を開発し、２軸回転ローターに直結し発電します。スカイタワーの例のように放

出した場合は、一瞬のエネルギーに終わり継続発電はできません。そこで、一定量水を循

環させる「液体揚水循環装置」を研究し特許を取得しました。大気圧にかかる重力を巧み

に応用し,水は一滴も無駄にせず循環利用します。このように、水を放流しないで、連続落

下させ循環を器内で行う技術が圧力エネルギー電力化です。 

スカイタワーの６００ｍの高さに例えた位置エネルギーは、既存技術の水圧ジャﾂキを 

主たる外部入力エネルギーとして代替え入力します。この圧力エネルギーを維持し継続し

て一定量水を循環させるために、２Ｗ螺旋回転ドラム回転スピード調整モータを使用し初

期始動から圧力伝播が遮断され設定圧力が維持される回転数になるまで調整します。その

過程で、密閉されていた装置を大気開放しますが、水が噴き出すことはありません。 

 ２軸回転ロータは、圧力流体の注入により自動回転します。又、給排水の働きを同時に行

い、完全分離の圧力遮断機能を有し、吸入・排出を異相位に交互に連続して駆動する特許技

術です。注入口が閉じると瞬時に排出口が開き、回転推進を果たした流体が排出されます。

２軸回転ロータの回転により、フランジに設けられた注入口と排出口の開閉弁の働きをす

るのが大きな特徴です。水が２軸回転ロータを通過することによって回転推進力が発生し

ます。２軸回転ロータは、５個は発電に使用され、１個は２W 螺旋回転ドラム軸の駆動用

として使用されます。 

２Ｗ螺旋回転ドラムはテーパ上の内側螺旋・外側螺旋とも固定され主軸の回転と一体と

して回転し２軸回転ロータからの内側の排出水を内側螺旋で吸い上げ増圧しながら外側螺

旋でさらに増圧し下部の圧力溜まりから、２軸回転ロータに吸入され一定量水を循環させ

ます。 

圧力溜まりでは、外部モータで２つのネジ式スパイラルを稼働させ圧力溜まりの中で流

体を循環させています。このようにして、２つの僅かな入力モータで水圧ジャッキで設定し

た圧力エネルギーを維持させ、大気開放で２軸回転ロータの回転負荷を軽減し、サイホン原

理で揚水負荷を低減させ一定量水を循環させ継続発電する構造です。 
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５）分散型水圧自家発電機の特徴 

 〇天候や場所を選ばない小スペース設置型（大型冷蔵庫）。 

 〇位置エネルギー（圧力）の為、無燃料。運転コストゼロ。 

 〇天候に左右されないので高品質、２４時間３６５日稼働。 

 〇環境へのダメージは無し。既存の太陽光、風力、水力 等は環境破壊の指摘あり。     

   〇CO2を排出せず、主力電源化が可能な分散発電装置 

 〇動力源として、他に利用の範囲が広い 

  ・船のエンジン ・車 ２４h発電EV・工事現場の移動照明や動力電源に・EV専用 

急速充電スタンド・公共夜間照明・減圧弁・減圧弁発電・高圧流体連続吐出ポンプ等 

   第 6 次エネルギー基本計画 に対しての分散型水力自家発電機の貢献 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【分散型水圧自家発電機の貢献】 

 〇安全最優先――――――➡水力の為、安全。適合。 

 〇資源自給率――――――➡圧力と水なので資源自給率は１００％。適合。 

 〇環境適合―――――――➡CO2は排出せず脱炭素。他の再生可能エネルギー（太陽

光、風力、・・）のように環境破壊が無い。適合｡ 

  〇国民負担抑制―――――➡無燃料なので低コスト化が可能。適合。 

 ◆主力電源化が可能で原子力の依存を軽減 

 ◆主力電源化が可能で経済的に自立し脱炭素化に適合 

 ◆分散型エネルギーと地域開発の推進に 適合 

この「分散型水力自家発電機」の実現は、２０３０年、２０５０年に向けた 

第6次エネルギー計画の課題を解決し、しかも経済発展に伴うエネルギー需要増に対応し

つつも、CO2削減を両立させることができる新・再生可能エネルギーです。 

そして、国民生活の向上とCO2削減により世界の持続的な発展へ大きな貢献ができるもの

です。 

     第６次エネルギー基本計画 

◆２０５０年カーボンニュートラル。 

 ２０３０年度の４６％削減、更に５０％の高みを目指す。 

〇２０３０年に向けた政策対応のポイント【基本方針】 

 エネルギー政策の要諦は、安全性を前提とした上で、エネルギーの安定供給を第一とし、経済

効率性の向上による低コストでのエネルギー供給を実現し、同時に環境への適合を図るＳ＋３Ｅ

の実現のため、最大限の取り組みを行うこと。 

【再生可能エネルギー】  Ｓ＋３Ｅ を大前提に、再エネの主力電源化を徹底し、再エネに最優

先の原則で取り組み、国民負担の抑制と地域との共生を図りながら最大限の導入を促す。 
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６）想定する事業内容 

電力供給事業の一切。 

「分散型水圧自家発電機」の製造・発電・機器の貸し出し・保守。電力供給事業（新電

力）の立上げ・特許ライセンス事業・新エネルギー開発等。 

７） 狙う市場 

 全ての電力市場。民間一般住宅・公共住宅・民間共同住宅・ホテル・商業施設・コンビ

ニ・マンション・商店・会社・ビル・公共施設・官公庁・ドーム・劇場・工場・飲食店・

スーパー・データセンター・・・・電力需要のある一切。 

８） 現況 

 ●「分散型水圧自家発電機」の実証機を制作中。 

 ● 戦略的電力普及システム」のビジネスモデルを構築。 

９）応用⇒特許第６２４９５４３号 ２軸回転ロータ水車の単体機能の発電 

  

  これは、発電機の一部を応用したもので、水道は元の高圧水を減圧弁にて減圧して 

  利用することに着目し、無駄にしているエネルギーを利用し発電するものです。 

  全ての高層ビルや水道施設に需要のあるものです。さらにポンプ機能も活用し高層ビ

ル水道水循環発電という新しい提案も考えられ、ＺＥＢへ貢献できます。又、当然 

通常の小水力発電としても利用可能です。 

 

 特徴   流体のエネルギーを無駄なく活用 

 ・給水装置での発電が可能。 

 ・小水力発電の水車として、機能は同一で大きさによる規格化が可能。 

 



8 

 

 

１０） おわりに 

 上記、記載のように、長年の夢である「分散型水圧自家発電機」の理論である圧力エネ

ルギーの電力化を完成させ、実証機の制作に掛かっているところです。この技術は、新し

く圧力というエネルギーの利用の扉を拓くものです。又、単体の２軸回転ロータによる新

しい水車の提案も、従来にない小水力発電の可能性を拓くのではないかと思います。 

是非、この技術を、日本から世界へ広げ、エネルギー問題、気候変動の問題への解決の

一手段として活用し、「ＳＤＧｓの７番目のエネルギーをみんなにそしてクリーンに」を

実現させ、この美しい地球を次世代に残し、持続可能な社会を実現させたいと考えていま

す。 

 https://www.wgebunsan.com/                  令和3年4月７日 

株式会社 ＷＧＥ 

CEO 田中昭次 

 

 

分散型水力自家発電機への期待 
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